
第２部

高
校
教
育
旅
行
特
集

瀬
戸
内
海

ゾ
ー
ン

資
源
価
値
の
高
い
瀬
戸
内
海
を
磨
く

非
日
常
の
交
流
体
験
が
感
動
を
呼
ぶ

松
山
・
道
後

ゾ
ー
ン

松山で「おもてなし」を体感
道後温泉・石手寺で新メニュー

松
山
周
辺

ゾ
ー
ン

体験メニュー

学校現場と
共　同　開　発

多彩なテーマ別交流メニューが充実
広島・瀬戸内海・松山ルート

今、最も注目される教育旅行先

話題が豊富な
瀬戸内・松山

チ
ャ
ー
タ
ー
船
利
用
で
自
由
度
が
さ
ら
に
広
が
る

教育効果の高い充実した
モデルコースづくり進める

（１１） 第２７４５号第３種郵便物認可２０１４年（平成２６年）４月５日（土曜日）

明治の雰囲気が漂う道後温泉本館前で人力車の乗車を体験

みかん王国・愛媛の中島で収穫体験

急流で自然の力や雄大さに触れる観潮船

四
国
八
十
八
カ
所
参
り
の
お
遍
路
文
化
を
体
験
す
る
石
手

寺
の
「
お
砂
撫
で
」

夜
も
楽
し
い
道
後
温
泉
の
町
歩
き

ぶ
ら
り
散
策
で
人
気
の
足
湯
に
浸
る

―　協力　―
松山市産業経済部観光・国際交流課
〒―　愛媛県松山市二番町――
ＴＥＬ――　ＦＡＸ――

教育旅行専用ＨＰ

大
洲
・
肱
川
で
の
カ
ヌ
ー
体
験

　
国
産
農
産
物
の
価
値
を
学

ぶ
～
み
か
ん
の
島
・
中
島

　
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
中
島

は
、
み
か
ん
王
国
・
愛
媛
に

あ
っ
て
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
柑

橘
の
島
。
チ
ャ
ー
タ
ー
船
を

使
え
ば
、
広
島
か
ら
約
１
時

間
で
直
接
上
陸
で
き
る
。

　
こ
こ
で
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー

は
、
地
元
保
育
園
児
に
よ
る

歓
迎
に
始
ま
り
、
Ｊ
Ａ
職
員

に
よ
る
国
産
み
か
ん
の
安
全

性
や
技
術
力
、
「
ま
つ
や
ま

農
林
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド
」
の

誕
生
秘
話
な
ど
を
聴
講
、
西

日
本
一
の
能
力
を
誇
る
選
果

場
を
体
験
す
る
。
さ
ら
に
、

収
穫
時
期
の

月
か
ら
５
月

に
は
、
み
か
ん
の
収
穫
を
体

験
で
き
る
。

　
ま
た
、
延
長
５
０
０
㍍
に

お
よ
ぶ
美
し
い
姫
ヶ
浜
ビ
ー

チ
で
は
、
投
げ
釣
り
を
体
験

で
き
る
。
釣
っ
た
魚
は
昼
食

の
海
鮮
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
賞

味
も
で
き
る
。

　
し
ま
な
み
海
道
満
喫
体
験

～
水
軍
の
里
・
大
島

　
「
し
ま
な
み
海
道
」
の
愛

媛
側
玄
関
口
が
今
治
市
。
松

山
市
内
か
ら
は
、
車
で
約
１

時
間
。
こ
こ
で
の
定
番
メ
ニ

ュ
ー
は
、
世
界
唯
一
の
自
転

車
で
渡
る
「
橋
上
サ
イ
ク
リ

ン
グ
」
だ
。
瀬
戸
内
海
の
島

々
を
眺
め
な
が
ら
の
サ
イ
ク

リ
ン
グ
は
、
爽
快
そ
の
も
の

だ
。

　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
今
治
を

ス
タ
ー
ト
後
、
最
初
に
訪
れ

る
大
島
で
は
、
昼
食
の
海
鮮

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
待
っ
て
い

る
。
こ
こ
で
の
体
験
で
は
、

観
潮
船
で
瀬

戸
内
の
急
流

を
体
感
し
、

自
然
の
力
や

雄
大
さ
に
触

れ
る
。

　
ほ
か
に
も

島
内
の
村
上

水
軍
博
物
館

は
、
日
本
唯

一
の
水
軍
博

物
館
だ
。
海

原
を
自
在
に

駆
け
め
ぐ
っ

た
村
上
水
軍

の
貴
重
な
文
献
や
出
土
品
か

ら
、
日
本
の
水
軍
文
化
が
学

べ
る
。

　
本
場
の
俳
句
を
肌
で
感
じ

る
充
実
の
松
山
満
喫
体
験

　
松
山
市
は
、「
い
で
湯
と
城

と
文
学
の
ま
ち
」と
し
て
知

ら
れ
、日
本
最
古
の
温
泉「
道

後
温
泉
本
館
」は
、ミ
シ
ュ
ラ

ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ

ポ
ン
で
最
高
評
価
の
三
つ
星

を
獲
得
し
て
い
る
。泉
質
は
、

単
純
ア
ル
カ
リ
泉
で
肌
に
優

し
い
美
人
の
湯
。全
く
加
温

加
水
を
し
て
い
な
い
源
泉
１

０
０
％
の
か
け
流
し
は
、全

国
で
も
屈
指
の
温
泉
だ
。ま

た
、標
高
１
３
２
㍍
の
山
頂

に
聳
え
立
つ
松
山
城
は
、瀬

戸
内
海
か
ら
西
日
本
最
高
峰

の
石
鎚
山
ま
で
一
望
で
き

る
。市
内
に
は
、俳
人
正
岡
子

規
を
は
じ
め
文
人
ゆ
か
り
の

歴
史
的
・
文
化
的
資
源
が
多

く
点
在
し
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
松
山
な
ら
で
は

の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
人

気
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
ま

ち
歩
き
を
意
味
す
る
「
ハ
イ

ク（
歩
く
）」に
、「
俳
句
」

の
学
び
の
視
点
を
取
り
入
れ

た
「
松
山
は
い
く
」
と
い
う

教
育
素
材
だ
。
俳
句
作
り
に

精
通
し
た
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド

と
松
山
・
道
後
の
歴
史
や
文

化
に
触
れ
な
が
ら
、
市
内
各

所
を
吟
行
体
験
す
る
も
の
。

要
望
に
合
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま

な
ア
レ
ン
ジ
も
で
き
る
。

　
四
国
遍
路
の
発
祥
伝
説
が

残
る
石
手
寺
は
、
開
創
１
２

０
０
年
を
迎
る
古
刹
。
松
山

市
内
か
ら
も
近
く
、
境
内
ほ

と
ん
ど
の
堂
塔
が
国
宝
、
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
壮
観
さ
で
、
四
国
霊

場
で
は
随
一
と
も
い
え
る
文

化
財
の
寺
院
だ
。
寺
宝
を
常

時
展
示
す
る
宝
物
館
も
備
え

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
地
元

は
い
く
ガ
イ
ド
と
の
交
流
を

楽
し
み
な
が
ら
、
四
国
八
十

八
カ
所
参
り
を
し
た
の
と
同

じ
ご
利
益
を
得
ら
れ
る
と
い

う
「
お
砂
撫
で
」
な
ど
、
四

国
の
お
遍
路
文
化
を
体
感
で

き
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
「
松
山
は
い

く
」
に
は
、
「
道
後
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
は
い
く
」
や
「
明

治
体
感
！
松
山
城
・
句
会
ラ

イ
ブ
青
春
編
」
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
て

い
る
。
「
お
も
て
な
し
日
本

一
の
ま
ち
」
を
宣
言
し
た
松

山
な
ら
で
は
の
メ
ニ
ュ
ー
も

充
実
し
て
い
る
。

　
「
和
文
化
」
と
「
和
の
作

法
」
体
験
～
道
後
・
夜
の
体

験
メ
ニ
ュ
ー

　
松
山
市
は
、
主
要
観
光
施

設
が
ま
ち
の
中
心
部
に
コ
ン

パ
ク
ト
に
収
ま
っ
て
い
る
。

宿
泊
先
と
し
て
同
市
が
薦
め

る
道
後
温
泉
は
、
市
内
か
ら

車
で

分
以
内
の
距
離
に
あ

る
。
宿
泊
施
設
の
食
事
や
お

も
て
な
し
は
、
「
一
般
旅
行

者
と
同
等
レ
ベ
ル
の
扱
い
」

と
折
り
紙
つ
き
だ
。

　
そ
こ
で
、
同
温
泉
の
強
み

を
生
か
し
、
ホ
テ
ル
や
道
後

商
店
街
な
ど
と
共
同
で
開
発

し
た
の
が
、
プ
チ
研
修
と
ぶ

ら
り
散
策
。
こ
の
う
ち
プ
チ

研
修
は
、
夕
食
前
後
の
時
間

を
利
用
し
、
会
席
料
理
や
お

座
敷
の
マ
ナ
ー
、
食
育
な
ど

を
約

分
に
収
め
た
も
の
。

旅
行
中
の
時
間
を
有
効
活
用

し
、
研
修
率
も
ア
ッ
プ
で
き

る
と
好
評
だ
。

　
一
方
の
ぶ
ら
り
散
策
は
、

明
治
の
雰
囲
気
が
漂
う
道
後

温
泉
本
館
を
中
心
に
、
特
別

料
金
で
乗
車
で
き
る
人
力
車

や
本
館
前
で
の
集
合
写
真
な

ど
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
も

の
。ま
た
、正
岡
子
規
に
代
表

さ
れ
る
俳
都
・
松
山
に
ち
な

ん
で
、
散
策
中
に
俳
句
を
つ

く
り
、
特
設
の
ポ
ス
ト
に
投

句
す
る
と
、
後
日
、
最
優
秀

句
に
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
が
贈

ら
れ
る
特
別
イ
ベ
ン
ト
も
行

わ
れ
て
い
る
。な
お
、散
策
中

の
安
全
確
保
は
、
市
職
員
や

ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
が
責
任
を

持
っ
て
対
応
し
て
い
る
。

　
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通

し
た
環
境
学
習

砥
部

　
松
山
市
内
か
ら
車
で

分

ほ
ど
の
隣
町
、
砥
部
町
に
あ

る
「
と
べ
動
物
園
」
は
、
日

本
初
の
人
工
哺
育
に
成
功
し

た
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
の
ピ
ー

ス
で
有
名
。
動
物
の
自
然
な

生
態
が
見
ら
れ

る
行
動
展
示
型

で
西
日
本
最
大

級
の
規
模
を
も

つ
。

　
こ
こ
で
は
、

飼
育
員
か
ら
地

球
温
暖
化
や
森

林
伐
採
な
ど
人

間
が
生
じ
さ
せ

て
い
る
環
境
問

題
に
つ
い
て
、

身
近
な
動
物
を

通
じ
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。

　
伝
統
文
化
と
自
然（
清
流
）

を
体
感

大
洲

　
六
万
石
の
城
下
町
・
大
洲

は
、
伊
予
の
小
京
都
、
水
郷

の
ま
ち
と
も
呼
ば
れ
る
。
伝

統
と
文
化
、
自
然
が
相
ま
っ

て
「
日
本
３
大
鵜
飼
（
う
か

い
）
」
を
今
日
に
伝
え
て
い

る
。
体
験
学
習
で
は
、
鵜
飼

の
鵜
匠
と
の
交
流
、
和
船
の

「
櫓
漕
ぎ
」
な
ど
が
メ
ニ
ュ

ー
化
さ
れ
て
い
る
。

　
流
れ
の
穏
や
か
な
肱
川
で

は
カ
ヌ
ー
体
験
ほ
か
、
約
３

０
０
年
前
か
ら
伝
わ
る
郷
土

料
理
「
い
も
た
き
」
を
、
船

上
や
河
川
敷
で
食
べ
な
が

ら
、
地
元
の
人
々
と
の
ふ
れ

あ
い
、
交
流
も
図
れ
る
。
肱

川
流
域
で
自
然
を
満
喫
し
、

ミ
シ
ュ
ラ
ン
一
つ
星
の
臥
龍

山
荘
、
大
洲
城
な
ど
の
眺
め

も
楽
し
め
る
。

　「平和学習」「世界遺産を通した学び」など教
育旅行の定番の地として支持されている広島。こ
れに瀬戸内海クルーズや島々での体験、道後温泉、
しまなみ海道、多くの俳人や文学作品を輩出した
松山やとべ焼（伝統工芸の里）、清流肱川（大洲）
を舞台とした多彩なテーマ別交流体験メニューを
組み合わせたコースが大きな注目を集めている。

広島・松山間の移動は、チャーター船やしまなみ
海道が活用できることも強み。実施校の調査で満
足度．％をはじき出すなど、満足度も高い。松
山は、国が訪日旅行を進めるうえで、全国で唯一
「新ゴールデンルート（京都・広島・松山ルート）」
の一角として位置付けられるなど大きな追い風も
あり、今後の展開に目が離せない。

瀬戸内海国立公園指定周年
道後温泉本館改築周年
四国霊場八十八ケ所開創年

　
２
０
１
４
年
は
、
瀬
戸
内
海
が
日
本

で
初
め
て
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て


周
年
、
道
後
温
泉
本
館
も
今
の
形
に
な

っ
て
１
２
０
周
年
、
四
国
八
十
八
ヶ
所

霊
場
開
創
１
２
０
０
年
と
い
う
、
大
き

な
節
目
の
年
を
迎
え
て
い
る
。
「
瀬
戸

内
し
ま
の
わ
２
０
１
４
」
「
道
後
オ
ン

セ
ナ
ー
ト
２
０
１
４
」
「
四
国
霊
場
開

創
１
２
０
０
年
祭
」
な
ど
の
集
客
イ
ベ

ン
ト
で
盛
り
上
が
る
こ
の
エ
リ
ア
は
、

教
育
旅
行
の
メ
ニ
ュ
ー
も
さ
ら
に
磨
き

が
か
か
っ
て
い
る
。

　

年
に
は
え
ひ
め
国
体
の
開
催
が
予

定
さ
れ
、
同
年
は
、
夏
目
漱
石
と
正
岡

子
規
が
生
誕
１
５
０
年
を
迎
え
る
な

ど
、
瀬
戸
内
・
松
山
エ
リ
ア
は
今
後
も

話
題
が
尽
き
な
い
。

　
愛
媛
県
外
か
ら
松
山
市
を

訪
れ
る
に
は
、
海
路
や
陸
路

な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
。
そ
こ
で

同
市
で
は
、
多
様
な
モ
デ
ル

作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
「
広
島

―
松
山
ル
ー
ト
」
（
２
４
０

人
モ
デ
ル
）
が
あ
る
。
同
区

間
に
は
定
期
便
も
運
航
さ
れ

て
い
る
が
、
チ
ャ
ー
タ
ー
船

を
利
用
し
ス
ム
ー
ズ
に
移
動

す
る
こ
と
で
、
自
由
度
の
高

い
コ
ー
ス
設
定
や
充
実
し
た

体
験
が
可
能
。

　
し
ま
の
わ
２
０
１
４
の
開

催
で
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る

し
ま
な
み
海
道
を
渡
り
、
瀬

戸
内
海
の
雄
大
な
自
然
や
、

そ
こ
で
育
ま
れ
た
歴
史
な
ど

を
体
感
し
た
後
、松
山
入
り
。

松
山
で
の
体
験
の
後
は
、
チ

ャ
ー
タ
ー
船
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
宮
島
の
世
界
遺
産

や
広
島
の
平
和
学
習
と
の
組

み
合
せ
に
よ
り
充
実
し
た
体

験
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
昨
年
は

校
が
チ
ャ
ー
タ

ー
船
を
利
用
し
、
安
全
で
快

適
な
約
１
時
間
の
瀬
戸
内
海

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
満
喫
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
山
口
県
東

南
部
に
あ
る
周
防
大
島
で
の

マ
リ
ン
体
験
や
漁
業
体
験
、

民
泊
体
験
を
行
い
、
チ
ャ
ー

タ
ー
船
で
松
山
入
り
な
ど
民

泊
体
験
と
の
組
み
合
わ
せ
も

増
え
て
き
て
い
る
。

http://matsuyamahaiku.jp/
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